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依存財源 

自主財源 

平
成
19
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
20
年
３
月
20
日
（
合
併
前
）
ま
で

の
も
の
と
、
平
成
20
年
３
月
21
日
か
ら
平
成
20
年
３
月
31
日
（
合
併

後
）
ま
で
の
も
の
を
合
算
し
、
旧
１
市
２
町
、
３
組
合
（
美
祢
地
区

衛
生
組
合
・
美
祢
地
区
消
防
組
合
・
美
祢
郡
環
境
衛
生
組
合
）
間
で

重
複
す
る
経
費
と
、
旧
団
体
打
切
決
算
に
か
か
る
旧
市
町
歳
計
剰
余

金
・
旧
市
町
借
入
金
返
済
金
な
ど
を
控
除
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
合
併
に
よ
り
会
計
の
整
理
統
合
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
新

市
の
会
計
区
分
を
基
準
に
作
成
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ
先

市
財
政
課
（

０
８
３
７

５
２
２
６
）

歳入の内訳

一般会計

※「一人当たり」の項目は、平成１９年４月１日現在の住民基本台帳人口（３０，０１７人）によります。



2008年（平成 20 年）11月15日

歳出の内訳
(単位：千円) (単位：千円)
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■
対
象
施
設

名
　
称

美
祢
市
斎
場

（「
ゆ
う
す
げ
苑
」）

所
在
地

大
嶺
町
東
分
３
０
５

５
番
地
１

構
　
造

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

造
２
階
建
（
一
部
鉄
骨
造
）

延
床
面
積

９
９
０
・
28

施
設
内
容

１
階
　
事
務
室
、
待
合
ホ
ー
ル
、

待
合
室
（
和
室
２
・
洋
室
１
）、

玄
関
ホ
ー
ル
、
告
別
室
、
収

骨
室
、
炉
前
ホ
ー
ル
、
霊
安

室
、
水
盤
、
便
所
な
ど

２
階
　
機
械
室

火
葬
炉
（
人
体
炉
３
基
、
特
殊

炉
１
基
）

使
用
燃
料

灯
油

駐
車
場

普
通
乗
用
車
用
　
約
60
台

業
務
時
間

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

休
業
日

１
月
１
日

■
業
務
内
容

火
葬
業
務
に
関
す
る
こ
と

斎
場
の
施
設
お
よ
び
設
備
の
維

持
管
理
に
関
す
る
こ
と

斎
場
の
使
用
許
可
お
よ
び
利
用

料
金
の
収
受
に
関
す
る
こ
と

そ
の
他
市
長
が
必
要
と
認
め
る

こ
と

■
業
務
条
件

「
墓
地
、
埋
葬
等
に
関
す
る
法

律
」、「
美
祢
市
公
の
施
設
の
指

定
管
理
者
の
指
定
手
続
等
に
関

す
る
条
例
」、「
美
祢
市
火
葬
場

の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条

例
」
な
ど
関
係
法
令
の
規
定
に

従
い
管
理
運
営
を
行
う
こ
と

使
用
者
の
平
等
利
用
が
確
保
さ

れ
る
こ
と

人
生
の
終
え
ん
の
場
に
ふ
さ
わ

し
い
斎
場
の
運
営
が
図
ら
れ
る

こ
と

■
指
定
期
間

平
成
21
年
４
月
１

日
〜
平
成
24
年
３
月
31
日
（
３

年
間
）

■
申
請
資
格

斎
場
の
管
理
運
営

業
務
に
精
通
し
、
当
該
施
設
を

安
全
か
つ
円
滑
に
管
理
運
営
で

き
、
活
動
の
本
拠
地
が
市
内
に

あ
る
法
人
そ
の
他
の
団
体

■
申
請
方
法

指
定
申
請
書
の
配
布
・
提
出
場

所

市
生
活
環
境
課

提
出
書
類

ア
　
指
定
申
請
書
お
よ
び
事
業
計

画
書

イ
　
次
に
掲
げ
る
指
定
申
請
に
必

要
な
書
類

○
定
款
、
寄
附
行
為
、
規
約
そ
の

他
こ
れ
に
類
す
る
書
類

○
法
人
は
、
当
該
法
人
の
登
記
事

項
証
明
書

○
平
成
20
年
度
の
収
支
予
算
書
お

よ
び
事
業
計
画
な
ら
び
に
前
年

度
の
収
支
決
算
書
お
よ
び
事
業

報
告

○
斎
場
の
管
理
に
関
す
る
業
務
の

収
支
予
算
書

○
そ
の
他
市
長
が
必
要
と
認
め
る

書
類
　

提
出
期
間

12
月
３
日

〜
９

日

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を

除
い
た
、
市
役
所
執
務
時
間
内

と
す
る
）

提
出
方
法

持
参
（
郵
送
に
よ

る
提
出
は
で
き
ま
せ
ん
）

■
説
明
会
の
開
催

斎
場
の
指
定
管
理
者
の
指
定
を

受
け
よ
う
と
す
る
団
体
は
、
必
ず

出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

日
　
時

11
月
26
日

10
時
〜

場
　
所

美
祢
市
保
健
セ
ン
タ
ー

※
会
場
準
備
の
都
合
上
、
出
席
に

つ
い
て
11
月
20
日

ま
で
に
問

合
せ
先
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い

問
合
せ
先
　
市
生
活
環
境
課

（

０
８
３
７

１
０
９
０
）

美
祢
市
斎
場
の
指
定
管
理
者
を
募
集
し
ま
す
。
指
定
管
理
者
と
は
、
公

の
施
設
の
管
理
運
営
を
行
う
法
人
・
そ
の
他
の
団
体
で
す
。

希
望
す
る
団
体
は
、
以
下
の
条
件
に
基
づ
き
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

美
祢
市
斎
場
・
ゆ
う
す
げ
苑 

　
　
　
　
指
定
管
理
者
募
集 

美
祢
市
斎
場
・
ゆ
う
す
げ
苑 

　
　
　
　
指
定
管
理
者
募
集 
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特
設
人
権
相
談
所
を
次
の
と
お

り
開
設
し
ま
す
。
ま
た
、
12
月
中

は
常
設
人
権
相
談
所
を
毎
日
（
休

日
を
除
く
）
開
催
し
て
い
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。

■
特
設
人
権
相
談
所

○
美
祢
地
区

日
　
時

12
月
３
日

10
時
〜
12
時

日
　
時

12
月
17
日

10
時
〜
15
時

場
　
所

と
も
に
美
祢
市
民
会
館

○
美
東
地
区

日
　
時

12
月
３
日

13
時
30
分
〜
16
時
30
分

場
　
所

真
長
田
定
住
セ
ン
タ
ー

日
　
時

12
月
17
日

13
時
30
分
〜
16
時
30
分

場
　
所

美
東
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

○
秋
芳
地
区

日
　
時

12
月
10
日

10
時
〜
12
時

場
　
所

別
府
公
民
館

■
常
設
人
権
相
談
所

場
　
所

山
口
地
方
法
務
局
人
権

擁
護
課

時
　
間

８
時
30
分
〜
17
時
15
分
　

相
談
電
話

０
８
３
｜
９
２
２

｜
２
２
９
５

問
合
せ
先

市
地
域
福
祉
課

（

０
８
３
７

５
２
２
８
）
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■
看
護
師

採
用
予
定
人
員

５
人
程
度

受
験
資
格

昭
和
38
年
４
月
２
日

以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
、
看
護

師
免
許
を
有
す
る
人
、
ま
た
は

取
得
見
込
み
の
人

■
薬
剤
師

採
用
予
定
人
員

１
人
程
度

受
験
資
格

昭
和
54
年
４
月
２
日

以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
、
薬
剤

師
免
許
を
有
す
る
人
、
ま
た
は

取
得
見
込
み
の
人

■
臨
床
工
学
士

採
用
予
定
人
員

１
人
程
度

受
験
資
格

昭
和
48
年
４
月
２
日

以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
、
臨
床

工
学
士
免
許
を
有
す
る
人
、
ま

た
は
取
得
見
込
み
の
人

■
共
通
事
項

提
出
す
る
も
の
　

○
受
験
申
込
書

10
月
24
日

、
宇
部
市
の
山
口

大
学
医
学
部
内
で
、
第
１
回
目
の

美
祢
市
病
院
事
業
あ
り
方
検
討
委

員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
委
員
会
は
、
美
祢
市
民
に

必
要
な
医
療
を
継
続
す
る
た
め
、

「
美
祢
市
立
病
院
」
と
「
美
祢
市

立
美
東
病
院
」
の
果
た
す
べ
き
役

割
を
明
確
に
し
た
う
え
で
、
そ
の

経
営
の
あ
り
方
に
つ
い
て
議
論

し
、
方
向
性
を
示
す
た
め
に
設
置

さ
れ
ま
し
た
。
委
員
会
の
構
成
は

次
の
と
お
り
で
す
。

○
最
終
学
校
卒
業
（
見
込
み
）
証

明
書
（
免
許
取
得
者
は
不
要
）

○
最
終
学
校
の
成
績
証
明
書

○
取
得
免
許
証
の
写
し
（
取
得
見

込
み
者
は
取
得
後
提
出
）

申
込
期
間

12
月
３
日

ま
で

試
験
日

12
月
14
日

受
験
申
込
書
の
請
求
先
　
市
総
務

部
総
務
課
ま
た
は
市
病
院
事
業

局
経
営
管
理
課

申
込
・
問
合
せ
先

市
総
務
部
総
務
課

（

０
８
３
７

１
１
１
１
）

市
病
院
事
業
局
経
営
管
理
課

（

０
８
３
７

０
５
０
３
）

第
５
講
座

日
　
時

11
月
18
日

19
時
〜

場
　
所

美
東
セ
ン
タ
ー

講
　
師

や
ま
ぐ
ち
総
合
教
育
支

援
セ
ン
タ
ー
　
原
田
　
朗
さ
ん

テ
ー
マ

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら

子
ど
も
を
守
る
ワ
ケ
（
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
と
人
権
）

第
６
講
座

日
　
時

12
月
２
日

13
時
30
分
〜

場
　
所

美
祢
市
民
会
館

講
　
師

J
A
周
南
健
康
管
理
室
　

室
長
　
坂
井
　
譲
さ
ん

テ
ー
マ

健
や
か
な
子
ど
も
の
成

長
に
影
響
を
与
え
る
も
の
は
何

か
〜
池
田
小
事
件
が
残
し
た
教

訓
（
犯
罪
と
人
権
）

第
７
講
座

日
　
時

12
月
９
日

19
時
〜

場
　
所

美
祢
市
民
会
館

講
　
師

タ
レ
ン
ト
　
辻
　
イ
ト
子
さ
ん

テ
ー
マ

知
的
障
害
者
の
長
女
と
い

つ
も
明
る
く
（
障
害
者
と
人
権
）

第
８
講
座

日
　
時

12
月
16
日

19
時
〜

場
　
所

美
祢
市
民
会
館

講
　
師

山
口
県
警
サ
イ
バ
ー
犯

罪
対
策
室
　
三
浦
　
展
裕
さ
ん

テ
ー
マ

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で

犯
罪
・
ト
ラ
ブ
ル
に
遭
わ
な
い

た
め
に
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と

人
権
）

受
講
申
込
方
法
　
受
講
を
希
望
す

る
人
は
申
込
先
に
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
（
各
公
民
館
で
も
受

け
付
け
て
い
ま
す
）

申
込
・
問
合
せ
先
　
市
教
育
委
員

会
社
会
教
育
課
（

０
８
３
７

５
２
６
１
）、
市
教
育
委
員

会
美
東
事
務
所
（

０
８
３
９

６

５
５
５
５
）、
市
教
育
委

員
会
秋
芳
事
務
所
（

０
８
３

７

１
９
２
２
）、
美
祢
市
民

会
館（

０
８
３
７

１
１
２
３
）

委
員
長

羽
生
　
正
宗
（
山
口
大
学
経
済
学
部
教
授
）

委
　
員

松
　
　
益
　
（
山
口
大
学
医
学
部
附
属
病
院
病
院
長
）

岡
　
　
正
朗
（
山
口
大
学
医
学
部
附
属
病
院
副
病
院
長
）

坂
井
田
　
功
（
山
口
大
学
医
学
部
教
授
）

白
井
　
文
夫
（
美
祢
市
医
師
会
会
長
）

吉
崎
　
美
樹
（
美
祢
郡
医
師
会
会
長
）

宮
藤
　
隆
夫
（
山
口
県
国
保
団
体
連
合
会
常
務
理
事
）

特
別
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

江
里
　
健
輔
（
山
口
県
立
大
学
学
長
・
理
事
長
）

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー

岡
　
　
紳
爾
（
山
口
県
健
康
福
祉
部
地
域
医
療
推
進
室
次
長
）

佐
田
　
邦
男
（
山
口
県
地
域
振
興
部
市
町
課
主
幹
）

な
お
、
羽
生
委
員
長
は
、
医
療
・
福
祉
経
営
論
、
医
療
・
福
祉
経
営

戦
略
論
お
よ
び
社
会
起
業
家
論
専
攻
の
学
術
博
士
で
、
こ
の
た
び
、
美

祢
市
病
院
事
業
の
特
別
顧
問
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
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検
針
の
妨
げ
に
な
り
ま
す
の
で
、

メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
物
を

置
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

出
入
り
口
や
メ
ー
タ
ー
付
近
に
は

犬
を
つ
な
が
な
い
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。

問
合
せ
先

市
上
下
水
道
課

（

０
８
３
７

０
７
９
５
）

山
口
県
で
は
、
12
月
の
１
カ
月

間
、
白
熱
電
球
に
比
べ
て
省
電
力
、

長
寿
命
の
省
エ
ネ
電
球
（
電
球
形

蛍
光
ラ
ン
プ
）
へ
の
取
り
替
え
を

促
進
す
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
、
県

内
の
電
器
販
売
店
な
ど
と
連
携
し

て
実
施
し
ま
す
。

12
月
は
地
球
温
暖
化
防
止
月
間

で
す
。
こ
の
機
会
に
家
庭
に
あ
る

白
熱
電
球
を
省
エ
ネ
電
球
に
取
り

替
え
、
C
O
２
の
排
出
を
削
減
し

ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
先
　
市
生
活
環
境
課

（

０
８
３
７

１
０
９
０
）

対
　
象

保
護
者
が
次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
し
、
保
育
を
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
乳
幼
児
（
へ
き

地
保
育
所
は
除
く
）

○
常
に
昼
間
自
宅
外
で
仕
事
を
す

る
場
合
（
求
職
活
動
中
を
含
む
）

○
常
に
昼
間
自
宅
内
で
家
事
以
外

の
仕
事
を
す
る
場
合

○
出
産
前
後
に
お
い
て
、
保
育
が

で
き
な
い
場
合

○
長
期
の
疾
病
ま
た
は
心
身
に
障

害
が
あ
り
、
保
育
が
で
き
な
い

場
合

○
祖
父
母
な
ど
の
病
人
看
護
の
た

め
、
保
育
が
で
き
な
い
場
合

申
込
期
間

11
月
25
日

〜
12
月
26
日

申
込
方
法

各
保
育
園
ま
た
は
市

地
域
福
祉
課
、
総
合
支
所
に
あ

る
保
育
所
入
所
申
込
書
、
勤
務

証
明
書
な
ど
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
各
保
育
園
ま
た
は
市
地

域
福
祉
課
、
総
合
支
所
に
提
出

※
申
込
書
提
出
後
、
後
日
面
接
を

行
い
ま
す
の
で
そ
の
際
、
源
泉

徴
収
票
な
ど
所
得
税
額
が
わ
か

る
も
の
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い

※
豊
田
前
保
育
園
は
勤
務
証
明

書
・
源
泉
徴
収
票
は
不
要
で
す

※
受
入
年
齢
は
園
に
よ
っ
て
異
な

り
ま
す

※
へ
き
地
保
育
所
へ
の
入
所
は
そ

の
保
育
園
の
地
域
に
居
住
し
て

い
る
こ
と
が
条
件
に
な
り
ま
す

問
合
せ
先

市
地
域
福
祉
課

（

０
８
３
７

５
２
２
８
）

日
　
時

11
月
23
日

10
時
〜
14
時
30
分

場
　
所

カ
ル
ス
ト
森
林
組
合
、

サ
ン
ワ
ー
ク
美
祢

内
　
容

木
工
・
竹
細
工
教
室
、

も
ち
ま
き
な
ど

そ
の
他

先
着
１
０
０
人
に
は
、

山
の
幸
い
っ
ぱ
い
の
「
あ
さ
ぎ

り
汁
」
を
無
料
配
布

問
合
せ
先

県
警
察
で
は
、
運
転
免
許
証
を

自
主
返
納
し
た
高
齢
者
に
対
し
て
、

長
年
の
労
を
ね
ぎ
ら
う
「
運
転
卒

業
証
」
と
「
運
転
卒
業
者
サ
ポ
ー

ト
手
帳
」
を
交
付
し
ま
す
。

「
運
転
卒
業
者
サ
ポ
ー
ト
手
帳
」

を
提
示
す
る
こ
と
に
よ
り
、
協
賛

企
業
・
団
体
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
生

活
支
援
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。（
今
後
順
次
拡
大
予
定
で
す
。）

運
転
免
許
証
の
返
納
手
続
き
は
、

総
合
交
通
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
美
祢

警
察
署
で
行
い
ま
す
。「
運
転
卒

業
者
サ
ポ
ー
ト
手
帳
」
の
交
付
に

は
顔
写
真
（
４

×
３

）
が
１

枚
必
要
で
す
。

問
合
せ
先

美
祢
警
察
署
交
通
課

（

０
８
３
７

０
１
１
０
）

美
祢
農
林
事
務
所
森
林
部

（

０
８
３
７

１
０
７
１
）



伝
統
と
地
域
に
支
え
ら

れ
た
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン

ド

嘉
万
小
学
校

嘉
万
小
の
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド

は
、
保
護
者
や
地
域
に
支
え
ら
れ
、

今
年
で
17
年
目
を
迎
え
る
伝
統
あ

地
域
・
保
護
者
・
学
校

の
一
層
の
連
携
を

伊
佐
小
学
校

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
と

し
て
、
地
域
・
保
護
者
の
皆
さ
ん

と
一
体
と
な
っ
て
、
学
力
・
豊
か

2008年（平成20 年）11月15日

な
心
・
健
や
か
な
体
の
育
成
を
目

指
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

２
年
生
の
「
か
け
算
」
の
学
習

で
は
、
11
人
の
「
学
習
支
援
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
」
に
参
加
し
て
い
た
だ

き
、
九
九
の
暗
唱
や
学
習
ゲ
ー
ム

な
ど
、
多
様
な
学
習
の
場
を
設
定

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

「
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」

「
グ
リ
ー
ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」「
遠

足
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
場
面
で
、
地
域
・
保
護
者
の

教
育
力
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
、

か
し
こ
い
・
や
さ
し
い
・
つ
よ
い

「
伊
佐
の
子
」
を
育
て
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク

ー
ル
の
指
定
を
受
け
て

淳
美
小
学
校

本
校
は
、
今
年
度
伊
佐
小
と
と

も
に
美
祢
市
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル
の
指
定
を
受
け
、
地
域

と
手
を
携
え
て
学
校
運
営
を
行
っ

て
い
ま
す
。

本
校
で
は
、
学
期
に
２
回
程
度

の
学
校
運
営
協
議
会
を
開
催
し
、

諸
問
題
に
つ
い
て
話
し
合
う
こ
と

は
も
ち
ろ
ん
、
授
業
に
地
域
人
材

を
生
か
し
た
取
り
組
み
を
多
く
取

り
入
れ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
農
業
生
産
活
動
を
伴

う
学
習
に
は
そ
の
道
の
達
人
を
、

伝
統
芸
能
の
学
習
で
は
、
保
存
会

の
人
の
力
を
借
り
て
い
ま
す
。

ま
た
、「
よ
う
こ
そ
先
輩
」
と

銘
打
っ
て
、
年
１
回
地
元
出
身
者

に
先
輩
と
し
て
児
童
に
熱
く
語
り

か
け
て
い
た
だ
く
事
業
も
行
っ
て

い
ま
す
。

る
活
動
で
す
。
４
月
か
ら
、
夏
の

炎
天
下
で
も
県
大
会
を
目
指
し
て

厳
し
い
練
習
を
積
み
重
ね
て
き
ま

し
た
。
９
月
23
日
に
行
わ
れ
た
大

会
で
は
、
４
・
５
・
６
年
生
全
員

が
心
を
一
つ
に
素
晴
ら
し
い
演

奏
・
演
技
を
披
露
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
最
優
秀
賞
と
グ
ッ
ド

サ
ウ
ン
ド
賞
を
頂
き
、
子
ど
も
た

ち
の
大
き
な
励
み
と
な
り
ま
し
た
。

演
奏
後
の
子
ど
も
た
ち
の
顔
は
、

一
つ
の
こ
と
を
や
り
遂
げ
た
と
い

う
満
足
感
や
自
信
に
満
ち
溢
れ
て

い
ま
し
た
。

今
後
も
地
域
と
連
携
し
、
一
人

ひ
と
り
が
生
き
生
き
と
輝
く
学
習

活
動
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

文
武
両
道
を
め
ざ
し
て
　
　

於
福
中
学
校

２
学
期
は
運
動
会
、
県
体
、
マ

ラ
ソ
ン
大
会
、
ス
ケ
ッ
チ
大
会
、

新
人
戦
、
文
化
祭
な
ど
生
徒
が
生

き
生
き
と
活
躍
す
る
行
事
が
目
白

押
し
で
す
。

さ
て
、
於
福
中
の
伝
統
の
一
つ

は
「
週
３
回
の
放
課
後
10
分
間
走
」

と
「
月
１
回
の
さ
わ
や
か
マ
ラ
ソ

ン
」
の
継
続
に
よ
る
「
確
か
な
気

力
づ
く
り
・
体
力
づ
く
り
」
で
す
。

ま
た
、「
新
聞
を
活
用
し
た
教
育

活
動
（
N
I
E
）」
も
県
指
定
３

年
目
と
な
り
、
３
社
の
新
聞
に
毎

日
囲
ま
れ
て
「
豊
か
で
確
か
な
学

び
」
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

於
福
中
は
文
武
両
道
を
め
ざ
し

ま
す
。

「学習支援ボランティア」と
かけ算を学ぶ子どもたち

山口県大会にて

神楽の練習風景運動会　組体操
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秋
吉
台
カ
ル
ス
ト
ウ
ォ
ー
ク
に

取
材
で
お
じ
ゃ
ま
し
て
、
参
加
者

の
多
さ
に
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

ま
た
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
の
歩
く

速
度
が
速
い
の
に
二
度
び
っ
く
り

し
ま
し
た
。
皆
さ
ん
歩
き
慣
れ
た

様
子
で
、
秋
吉
台
を
歩
い
て
い
ま

し
た
。

日
頃
、
運
動
と
は
無
縁
の
生
活

を
送
っ
て
い
る
私
で
す
が
、
歩
く

だ
け
で
は
無
く
、
自
然
を
楽
し
む

こ
と
も
で
き
る
秋
吉
台
カ
ル
ス
ト

ウ
ォ
ー
ク
に
、
来
年
は
参
加
し
て

運
動
不
足
を
少
し
で
も
解
消
し
た

い
と
思
い
ま
す
。（
の
）

編
集
後
記

美祢市内の交通事故発生状況
（ ）内は県下総数
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